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P−10　　子宮体癌に おける銅亜鉛ス ーパ ーオキ シ ド消去酵素 （Cu／Zn−SOD），グル タチ オ ンペ ル オ キ シダーゼ （GPx ）の 発現 につ い て
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【目的】子宮内膜症では フ リー
ラ ジカ ル 関連 酵素で ある Cu1Zn −SOD が発現 して い る こ とが 報告 されて い る．しか し，木酵素の 悪性腫瘍

にお ける 発現 につ い て の 報告は ほとん どみ あたらない ．今回 ， 我々 は子宮体癌に おい て Cu／Zn−SOD 並 び に GPx の 発現につ い て検討す
るこ とを 目的 と した

【方法11992年か ら2000年まで の 間 に， 当施設で 開腹手術を受けた子宮体癌44症例を対象 と した．平均年齢は55歳で，そ の組織型 は 類内
膜 腺癌 ；39例，明細胞腺癌 ；3例，粘液性腺癌 ；1例，未分化癌 ；1例で あ っ た．進行期別で は

，
1期 ；23例， II期 ；3例，皿 期 ；15例 ，

IV 期 ；3例で あっ た．対照群 は正 常子宮内膜 ；23例 （増殖期 ；11例， 分泌期 ；12例 ；平均年齢33歳）と した，各症例から同意を得，組
織を採取 し，18％ ホ ル マ リ ン液中で 固定後，パ ラ フ ィ ン 包埋 切片を作成し た，Cu／Zn−SOD，　GPx の 局在に つ い て は

， それぞ れマ ウス 抗
ヒ ト抗 体，ヒ ツ ジ抗 ヒ ト抗体を用 い

， PAP 法で，腺上 皮と間質を染色 した．染色の 評価は，腺上皮 と間質につ い て，その 陽性頻度 と染
色強度から評価ノ モ グ ラ ム を用 い ，1か ら 5 まで の 5段階 に半定量 化 した．
【成績1（i）子宮 体癌上 皮における Cu／Zn・SOD，　GPx は， 腺上 皮に強く発現し，それぞれの 評価ノモ グラ ム は22 圭 O．8（Mean ± SD），1．6
± 0．6で あっ た．（ii）正 常子宮内膜腺上皮で は同様に増 殖期 ：1．2± 0．4，1，5 ± 0．5，分泌期 ：1．3　±　O．5，1．3± O．5で あ っ た．（鋤 Cu彦 n−SOD は毘
常 子宮 内膜腺上皮に 比 して

， 有意に子 宮体癌 L皮にお い て 強く発現 した （p＜0．005，　Kruskal−Wallis）．（iv）Cu／Zn−SOD 並 び に GPx の 発
現に は，組織型，進行期別の 差は認 め られなか っ た．
【結論】Cu1Zn −SOD は子宮体癌の 発癌の 過程に 関わっ てい る可能性が初めて 示された．

P −11　 ヒ ト正 常子 宮内膜 お よび 内膜癌組織 におけ る Actlvin　A の 産生 につ い て
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【目的】Activin　A （Act　A ）は TGF ・β ス ーパ ー
フ ァ ミ リー

に 属 し，細胞 の 増 殖 ， 分 化 に 深く関わ っ て い る こ とが 知 られ て い

る．今回 わ れ わ れ は
，

ヒ ト子 宮内膜 組織 （内膜組織）の ActA の 産生 につ い て検討 した．
【方法】学内倫理委員会の 承 認 の も と，イ ン フ ォ

ー
ム ド

・
コ ン セ ン トを得た うえ で 手術標本 よ り内膜 組 織 を採 取 した。正 常月

経周期を有する33例 ， 妊 娠 初 期11例，子宮内膜増殖症 17例 ， 子宮内膜癌24例を対象と し， 内膜組 織 に お ける ActA の 産生を
免疫組織 化 学 的手法，two −site　ELISA ，お よ び RT −PCR を用 い 検討 した．
【成 績1正常子宮内膜に お い て βA −subunit と Act　A の 染色が認め られ ， 染色性は月経周期 に 伴 い 変化 した．妊娠初 期 脱 落膜
にお い て もβA −subunit と Act　A の 染色 が 認め られ た．また， 子 宮内膜増 殖症 と子宮内膜癌 で もβA・subunit と Act　A の 染色
が 認め られ，癌 で は 正 常 子 宮内 膜 よ りも染色陽性細胞の 割合 が 高 い こ と が示された．さ らに未分 化癌で は陽性細胞がより有意
に多い 傾向が 示 され た．内膜組織抽出物中に ActA の 免疫 活性 が 存在 し，　ActA 濃 度 は 正 常子宮内膜 よ りも癌で有意 に高値
を示 した．内膜組織 に α 一subunit とβA −subunit 　mRNA の 発現 が 認め られ た．
【結論】正常月経周期 ， 妊娠初期 お よ び病的子宮内膜組織 で は ， ActA が産 生 さ れ て い る こ とが 示 され た．正 常子宮内膜に お
ける Act　A は 自己 分 泌 あ るい は傍分泌的 に 子宮内膜 の 増殖 あ る い は 分化に関与 して い る 可能性が 示唆され た．子宮内膜癌 に
お い て Act　A は，腫瘍の 増殖 に 関与 して い る可 能性が 示唆 さ れ た．

P−t2　 子宮体癌 に お け る Heparanaseの 発現 と臨床病理学的因子との 関連 に関す る検討
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【目的】Heparanase （Hpa）は細胞表面 ， 細胞外マ トリ ッ ク ス にお い て 重要 な構造 の
一

つ で ある Heparan　sulfate　proteoglycan
の 分解酵素で あ る．最 近 ヒ ト Hpa が ク ロ ーニ ング され ，

ヒ 1・転移好発細胞株 におい て 高い Hpa 活性の 発 現 が 報告 され て い る．
子宮体癌組織 にお け る Hpa 発現を検討し， 予 後因 子 との 関係 を明 らか に す る こ とを目的 と した．
【方法】子宮体癌組織32例 （1期21例，II期 1例 ，　III期 10例 ）を材料 と し RNA を抽 出 ，

　RT −PCR 法 に よ りHpa お よ び βactin

mRNA を増幅した．　 PCR 産物 は電気泳動後，定量 化 し，両者 の 比を臨床病理 学 的 因 子と比 較検討 し た ．
【成 績】32例中18例 にお い て Hpa の 発 現 が み られ た．臨床病理 学的 因子 との 比 較 で は，臨床進行期 III期 10例 の うち 8 例 で Hpa
の 発現を認め ， リ ン パ 節転移 5 例 に お い て は平均発現 比 0．594，非転移例02 ユ4と有意差 （p＝0．008）を認め た．組織分化度，筋
層浸潤，脈管侵襲 頸 部浸 潤，お よ び 腹腔 内洗 浄 細 胞 診 の 各因子 に お い て は 有意差 は な い もの の

， 予後不良群 に お い て 平均発
現 比 が 高 値 を示 した．
【結 論】子宮体癌 に お い て Hpa の 発 現 強 度 は，病巣進展 の 推定，さ ら に は予後 因 子 と して 有用 と考えられ た．
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